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簡単検索

3月13日，肥薩おれんじ鉄道と九州
新幹線「つばめ」は開業20周年を迎え
ました。早くて便利な新幹線，景色も
楽しめる観光列車やローカル線。さま
ざまな電車に乗って，この春少し遠く
までお出かけしませんか？

『ローカル線で行こう！』（真保 裕一/著）
『あの日ののぞみ246号』（中村 文昭/著）
『かぞくいろ RAINWAYS わたしたちの出発』
（吉田 康弘/脚本）

『世界と日本の鉄道史』
（川辺 謙一著）
『鉄道制服図鑑 制服鉄の世界』
（「旅と鉄道」編集部）
『新幹線で知る日本 なるほど地理・歴史・社会』
（池 亨著）

『休日何する？かごんまさんぽ旅』
（鹿児島県観光連盟）
『北海道から沖縄まで！お得に可愛く！
週末女子旅』（ＪＴＢパブリッシング）
『明日，だれと行く？女子旅日和』
（交通新聞社）

「読み鉄」におすすめ！

鉄道の魅力を発見！

鉄道で行く休日旅



ある日、はたらきアリのアントンとアンティは、迷い込んだ図書館で奇妙なアリのおばあさん、モジ

モジばあに出会う。モジモジばあは、くたびれた本をみつけて、本を元気にしているというのだが、

その方法はとてもユニークで…。

その方法はとてもユニークで…。

仁科 幸子（作）

見て
見て！ 久保下の田の神像

（ 山下 ）

定時制高校に通いながら父に代わり働く耕一郎は、父に金を盗られ、衝動的に殴り飛ばし、

故郷を逃げるように去った。しかし、金も家もない生活は長く続かず、諦めかけたその時、

ホームレスの溜まり場から手が差し伸べられ…。

新着図書

※コロナウイルス感染症の拡大状況により、日程・内容の変更が生じる場合がございます。

開館時間：午前９時～午後７時 休館日：毎週月曜日(祝日の場合は翌火曜日)

幸崎ナナミは中学2年生。喘息の持病があるため、学校が終わるとひとりで図書館に足を

運ぶ生活を送っている。その図書館で、最近本がなくなっているらしい。館内の探索を始め
たナナミは、翡翠色の目をした猫と出会い…。

あくねの文化財

休館日：１日（月）８日（月）１５日（月）２２日（月）３０日（火）

６日(土) バンビ教室 ２０日（土）映画会１４：００～

１２日(金) ブックスタート ２７日（土）子ども読書の日記念読み聞かせ会

１９日(金) 子育て支援（折多） １０：００～１０：３０

阿久根市立図書館 ４月行事予定表

「田の神」は「たのかんさあ」とも言われ、旧薩摩藩領（鹿児島県
・宮崎県の一部）独特のものです。

阿久根市内には各地に五十体以上の「田の神像」があります。確認
できるものでも江戸時代から昭和まで各年代、また色々な形の

「たのかんさあ」が所在しています。「久保下の田の神像」は後部の
銘文中に「天明七年」（一七八七）と読め、その頃のものと考えられ
ます。明治の中頃、この田の神のご利益を願う人達に密かに持ちさ
られ、その後返されたと言われるもので、毎年旧暦十月の最初の丑
の日には、化粧する慣わしがある、貴重な一体の田の神です。


